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河
岸
段
丘
等
貴
重
な
斜
面
緑
地

の
残
る
座
間
の
あ
ち
こ
ち
で
緑
の

ラ
イ
ン
を
分
断
す
る
開
発
が
続
い

て
い
ま
す
。
本
市
で
は
開
発
事
業

に
つ
い
て
開
発
等
事
業
指
導
要
綱

を
も
と
に
対
応
し
て
い
ま
す
が
、

緑
の
基
本
計
画
の
改
定
に
当
た
り
、

よ
り
積
極
的
な
取
り
組
み
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
第
１
に
、
相
続
税

の
優
遇
や
買
い
取
り
時
に
国
の
補

助
の
あ
る
特
別
緑
地
保
全
地
区
制

度
な
ど
の
活
用
を
精
力
的
に
働
き

か
け
る
こ
と
、
第
２
に
、
緑
化
基

準
を
条
例
に
よ
り
定
め
、
し
か
も

制
限
を
強
め
る
こ
と
、
第
３
に
、

開
発
事
業
に
市
民
参
加
の
仕
組
み

を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　

藤
沢
市
や
鎌
倉
市
で
は
、
条
例

化
し
、
緑
化
基
準
を
強
化
し
、
ま

ち
づ
く
り
と
し
て
開
発
事
業
に
対

す
る
市
や
市
民
の
役
割
を
強
め
て

い
ま
す
。
特
に
鎌
倉
市
で
は
、
中

規
模
・
大
規
模
の
開
発
事
業
に
つ

い
て
ま
ち
づ
く
り
条
例
で
規
定
し
、

市
民
が
提
出
し
た
自
主
ま
ち
づ
く

り
計
画
を
市
の
施
策
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
や
、
開
発
事
業
者
に
も
事

業
計
画
と
調
和
さ
せ
る
こ
と
を
求

め
て
い
ま
す
。

　

緑
の
保
全
の
た
め
制
限
を
強
め

る
こ
と
や
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
を

定
め
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
つ

い
て
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

緑
化
協
定
の
検
討

や
現
状
の
開
発
等
事
業
指
導
要
綱

に
基
づ
く
緑
化
指
導
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
条
例
の
制
定
は
、
現

在
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

国
の
２
０
１
２
年
度
補
正
予
算

に
お
け
る
地
方
関
連
事
業
で
は
、

防
災
安
全
交
付
金
や
地
域
の
元
気

臨
時
交
付
金
な
ど
が
計
上
さ
れ
て

い
ま
す
。
防
災
安
全
交
付
金
に
つ

い
て
国
土
交
通
省
は
「
地
方
に
使

い
勝
手
の
よ
い
交
付
金
」
と
し
て

お
り
ま
す
が
、
地
方
自
治
体
に
は

事
業
選
択
の
裁
量
権
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
地
域
の
元
気
臨
時
交

付
金
は
、
公
共
事
業
の
地
方
負
担

分
に
つ
い
て
最
高
90
％
ま
で
交
付

さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
が
、
対

象
事
業
は
地
方
債
を
財
源
と
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。要
は「
国

の
メ
ニ
ュ
ー
に
沿
っ
て
公
共
事
業

を
や
れ
ば
地
方
の
負
担
分
は
み
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の

地
方
負
担
分
の
補
て
ん
は
、
新
た

な
公
共
事
業
に
使
い
な
さ
い
」
し

　

高
齢
化
が
進
む
現
代
社
会
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
今
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
は
必
要
不
可
欠
な
要
素

で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
本
市
の

公
共
施
設
は
い
ま
だ
に
和
式
ト
イ

レ
が
主
流
で
あ
る
た
め
、
多
く
の

市
民
が
不
便
に
感
じ
、
衛
生
面
か

ら
も
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
望
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
は
子
供
や
妊
婦
さ
ん
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
の
方
が
多
く

利
用
さ
れ
、
歩
道
の
段
差
解
消
や

駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
と
同
様

ト
イ
レ
も
大
事
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー

だ
と
考
え
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の

利
用
が
多
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

や
公
園
は
洋
式
化
率
が
低
く
、
ま

た
、
災
害
時
に
は
避
難
所
と
な
る

学
校
施
設
に
も
洋
式
ト
イ
レ
の
増

設
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
以
上
の
こ

と
か
ら
、
本
市
公
共
施
設
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
と
と
も
に
手
す
り
の

設
置
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

市
長　

切
実
な
問
題
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
市
民
文
化
会
館
が

で
き
た
当
時
と
今
と
は
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
変
化
し
高
齢
化
も
進
ん

で
い
る
た
め
、
洋
式
ト
イ
レ
の
ニ

ー
ズ
が
膨
ら
ん
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
振
り
向
け
る
財
源
確
保
の
た

め
、
国
等
の
補
助
金
メ
ニ
ュ
ー
等

を
し
っ
か
り
見
な
が
ら
応
え
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

都
市
部
長　

新
築
や
改
修
工
事

の
公
共
施
設
整
備
に
合
わ
せ
施
設

管
理
者
と
協
議
・
検
討
し
、
順
次

ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
児
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。
小
児
医
療
費
助
成
対
象

年
齢
の
拡
大
は
、
私
た
ち
公
明
党

も
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

各
市
の
状
況
を
見
る
に
つ
け
、
住

ん
で
い
る
地
域
で
小
学
校
１
年
生

ま
で
し
か
対
象
に
な
ら
な
い
一
方

で
、
中
学
卒
業
ま
で
医
療
費
が
か

か
ら
な
い
地
域
が
同
一
神
奈
川
県

内
に
あ
り
、
何
と
も
納
得
の
い
か

な
い
矛
盾
に
満
ち
た
事
業
で
あ
る

と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
対
象
年
齢

　

市
民
運
動
会
の
開
催
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
現
在
、
市
で
は
そ
れ

に
当
た
る
も
の
と
し
て
市
民
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
市

民
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
式
で
長
年
開
催
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
昨
今
で
は
準
備
の

大
変
さ
や
参
加
者
の
減
少
な
ど
に

よ
り
、
運
動
会
形
式
や
地
域
で
特

色
を
持
っ
て
行
っ
て
い
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
お
の
お
の
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
う

し
て
開
催
さ
れ
て
い
る
市
民
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
決
し
て
否
定
し

て
お
ら
ず
、
意
義
あ
る
も
の
と
思

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
が
幼

少
の
頃
に
開
催
さ
れ
て
い
た
市
民

運
動
会
の
思
い
出
が
と
て
も
懐
か

し
く
、
呼
び
戻
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

当
時
の
運
動
会
は
、
子
供
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
が
参
加
し
、
み
ん
な

楽
し
く
、
人
と
人
と
の
輪
を
広
げ
、

心
と
心
の
絆
を
強
め
、
地
域
の
連

携
を
高
め
、
さ
ら
に
健
康
づ
く
り

と
も
な
る
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
内
全
体
で
４
年
程

度
に
一
度
開
催
す
る
大
運
動
会
・

「
ザ
マ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
開
催
を

提
言
し
ま
す
。

　

市
長　

大
変
す
ば
ら
し
い
ネ
ー

ミ
ン
グ
だ
と
思
い
ま
す
。「
ざ
ま

り
ん
」
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
を
か

け
た
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
名
前
で
、

非
常
に
お
も
し
ろ
い
ア
イ
デ
ア
だ

と
思
い
ま
す
。
提
言
と
し
て
受
け

と
め
、
全
体
の
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
醸
成
に
つ
い
て
考
え
を
深

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
道
32
号
線
と
市
道
５
号
線
が

交
差
す
る
場
所
に
あ
る
ク
ラ
ン
ク

型
の
交
差
点
に
は
、
い
ま
だ
に
歩

行
者
が
滞
留
す
る
安
全
地
帯
が
な

く
非
常
に
危
険
な
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。
こ
の
場
所
の
安
全
対
策

と
ス
ー
パ
ー
マ
ル
エ
ツ
方
向
の
歩

道
整
備
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
相
武
台
地
区
の
住
居
表

示
が
こ
と
し
10
月
に
実
施
さ
れ
ま

か
も
そ
れ
は
「
地
方
が
借
金
を

し
て
行
う
公
共
事
業
に
限
り
ま
す

よ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
国
の
補
正
予
算
は
霞
が

関
の
縛
り
が
極
め
て
強
い
も
の
で
、

地
方
自
治
体
の
自
立
性
、
裁
量
性

の
拡
大
と
い
う
地
方
分
権
に
逆
行

す
る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
市
長

の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

議
員
の
お
感
じ
に
な
っ

て
お
ら
れ
る
印
象
、
そ
の
よ
う
な

受
け
止
め
を
私
も
し
て
お
り
ま
す
。

国
か
ら
示
さ
れ
た
対
象
事
業
以
外

は
補
助
事
業
と
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
非
常
に
事
業
選

択
が
難
し
く
、
使
い
勝
手
が
悪
い

と
い
う
の
が
率
直
な
印
象
と
し
て

当
然
だ
と
思
い
ま
す
。

と
は
別
に
、
所
得
制
限
の
有
無
に

つ
い
て
も
各
市
の
対
応
が
違
う
と

こ
ろ
も
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
具
体
的
な
対
象
年
齢

拡
大
の
方
法
で
す
が
、
受
益
者
負

担
を
導
入
す
る
こ
と
も
一
つ
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
１
割
負

担
を
し
て
も
、
小
学
校
卒
業
ま
で
、

あ
る
い
は
中
学
校
卒
業
ま
で
小
児

医
療
費
助
成
の
対
象
を
拡
大
で
き

れ
ば
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
真
摯
に

考
え
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
市
長
の
ご
所

見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

市
長　

本
来
な
ら
ば
国
が
統
一

し
た
基
準
を
も
っ
て
全
国
一
律
で

行
う
べ
き
制
度
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
無
料
と
な
れ
ば
実
際
に
診
療

に
か
か
っ
た
費
用
が
わ
か
り
ま
せ

ん
の
で
、
一
定
の
負
担
を
し
た
上

で
、
受
益
の
部
分
を
薄
く
広
く
カ

バ
ー
し
て
い
く
制
度
に
全
体
が
改

め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

大
い
に
議
論
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
、

私
も
声
を
上
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

▽　

２
月
22
日　

開
会
、会
期
決

定
、会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議

案
上
程
・
提
案
説
明

▽　

２
月
25
日　

議
案
上
程
・
総

括
質
疑
・
委
員
会
付
託
、
議
員
提

出
議
案
上
程
・（
提
案
説
明
・
質
疑
・

委
員
会
付
託
・
討
論
）
省
略
・
採

決▽　

３
月
１
日　

一
般
質
問

▽　

３
月
４
日　

一
般
質
問

▽　

３
月
５
日　

一
般
質
問
、
議

案
上
程
・
提
案
説
明
・
質
疑
・
委

員
会
付
託

▽　

３
月
22
日　

議
案
上
程
・
委

員
会
審
査
報
告･

質
疑
・
討
論
・

採
決
、
継
続
審
査
案
件
上
程
、
基

地
対
策
特
別
委
員
会
中
間
報
告
・

質
疑
、陳
情
上
程
・
委
員
会
付
託
、

常
任
委
員
会
等
の
所
管
事
務
調
査
、

議
員
派
遣
、議
員
提
出
議
案
上
程
・

（
提
案
説
明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
・

討
論
）
省
略
・
採
決
、
閉
会

　

な
お
、
総
括
質
疑
、
討
論
は
、

次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

総
括
質
疑
（
２
月
25
日
）

長
谷
川
光
（
新
政
い
さ
ま
）、
中

澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）、
上
沢

本
尚
（
公
明
党
）、
安
海
の
ぞ
み

（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）、池
田
徳
晴（
ざ

ま
大
志
会
）

　

討
論
（
３
月
22
日
）

安
海
の
ぞ
み
（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
）、

上
沢
本
尚
（
公
明
党
）、
中
澤
邦

雄
（
日
本
共
産
党
）、
荻
原
健
司

（
新
政
い
さ
ま
）、
沖
永
明
久
（
会

派
に
所
属
し
な
い
議
員
）、
池
田

徳
晴
（
ざ
ま
大
志
会
）

加
藤　

陽
子　
議
員
《
神
奈
川
ネ
ッ
ト
》

こ
れ
以
上
の
緑
の
喪
失
を

と
め
る
た
め
に
！

沖
永　

明
久　
議
員

使
い
勝
手
が
悪
い
国
の
補
正
予
算

安
田　

早
苗　
議
員
《
公
明
党
》

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
を
洋
式
化
に

上
沢　

本
尚　
議
員
《
公
明
党
》

小
児
医
療
費
助
成
の
あ
り
方
を
問
う

芥
川　

薫　
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

「
ザ
マ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
開
催
を

伊
藤　

正　
議
員
《
新
政
い
さ
ま
》

相
武
台
地
区
の
道
路
の
安
全
対
策
と

住
居
表
示
実
施
に
つ
い
て
問
う

（
５
面
へ
続
く
）


